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t!ルD  －又泌悛it］微細疎 遠に＆If すメ々過3  り 葉酸ナトりりA  m 化り影－

東tl- 文1　o 佐曝使i弩　昭加す子尖気球　 欠野察健

芭 的　t  JしD   -  叉 繊 縫(0  化^ 的 修 飾 乞 竹 う 場 合 、t) レD    -   X 繊 維 ≪) 5  応､性 色Si め5  た め

の 鶴 処 理 騨 戊 幣T あ る ． 本 研 究 でil.t: 几 ロ ー ス 繊 廸 乞 メ タ 廸 ヨ りt 酸t ト り ウ ４ で 酸 化

前 処 理 £ 行 い,    t 几 ロ ーX  の 微 細 績 遠 に 瓦n す影 零 に ）`い て 煌 々 鯖 討 し 花 ．

方 渚　 セ ル ロ-  ス 繊*t. の 酸 化si  処a  It.   tこ)しQ 一x 復m.  ( も、■!  3- ） 乞 本、I   0  0 ml で 昨 胃

し た 後 、 各 濃「t の メ りiS  3  り 驚 眺 すト り りA 渚 洩（p  H  t.  6 ）1    0 0  ． 芭 匍A, 、 埴 々(0  反

応 条 件（ 湿i芝,  時 唱 、>g.S. ） で 舒 、た ． 酸 化 セ ルD   -  スHI i≫ 化[I. ＼l:.   t  ミ/I  Iい ＼‘> ° ヅド 汰

ゑ び りり 十 だ ツ リ ノfl ン 交 換 玖 で 求 ぬ た.   t  き 随lt 馳 撹 識 支It  を 気i£ 平 衡 汰 で 測 定 し た.

u 几 口-  又 珠 綺 ざ＼ 純 晶 麟 き に っ い てIt 、 鯖 裏X  線 回 折 熾 に ＆ つ て 調 ぺ` 1t.

結 集　 ｔ 几 ロ-  ス 繊 片 壇 々 の メ り 退! りtut ト'}  ウ ム 溥 寝（0.0  ^   .   0.0 S ’ .    0./

S   、0 ，25- mol／1 ) で,     H 応 急 変（O 、10 、20 、30, キ0,    SO °c ）、 反 に 時 間（i

、12 、1  今 、 今8  h  ） 色 穐 々 変 化 芒tl:て 、 酸'lt. 反C 色 行 、 た.    t  の 結 集 、 メ タ 遇3  ウt

酸t  トJ ウA'/I.  度o.01    孤、l/l 、a 応 壇i隻Ot 、 反 に 時 間t8 時 間( ）場 合 、 こルD  ーX 繊

維(!) Ci  おi:  ぴC3  の 第i  *8. 7  ル ユ-   Iﾚ(4.太 腿 基 騨if  訳 的 に 、 了 ルr L ド 基（? 3.6    in ・ 、 ̂ /

&lucose. unit　） に 酸 化^ 才R 5  Z  乙 だ 明5  If.に を つTz.     芒S に 反 応 湿 度 や 濃i隻 の 上 零 に し たlif

・X 、7   Iし ラ に゙ド*  忙 けr  毫 く 、T ト ンi も 生 貳 し 、 酸 化t  ル □ -  笑 貿 雅 廸 状n ＼ ら 粉 支 化

古 る こ 乙 加 唱b  小 に を ． た 。t だ 、 メ タ 過3 ウ 禽 腱t  ト'J   ウ ム 濃 度0.0   1　, ／J 、0  ･c .

1  4  時 間(1) 酸 化 セII  ロ ーX <n t  合S.  It 6  3  1  包 ぶ し.  未 処a  セ ル ロ ー ス 識 維 に 比 ？I 牛 戒

しIt.  な お 、t ルa  ー 又mm.  It 酸 化 柘 処 理 に こy  、 非 晶 化 さ 孔 る 傾 旬 乞 示 しIt.
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目的 本研^ は ．　ﾄﾞ`ラづ クリー ニ>  グ'海 刺 ヵヽ ･繊 椎 切構ir そ物性 にあ ふ･?″す彩－^ 解布 す

^ た 幼o) - 禄 二して 行 うi  o) て呻3.PBT 禍雅【こ対 ずる塩 素系 瀋刺口淳 尋作用 を域 稚 の勧

貯粘坤但 の遺摩 夕散 が忽刺 は よ3  安<t  と,むt  測 息 可3.  ﾆｰk. ～慎み 糾． さ れによ-7   ･（ 非必哉

瑞気 冷 兪i)･鎖 セグ'メント 必海刺 に よ3 遭 わ 吋 の麦化 を明0, め` こすS- も！ で崎S 。

鉢果　 塩案 系瀋剤 どi  t   ト'J クレ ン，パ ーウ レン ．ト リクD   /レコ=･タ ンt 困>)t=･

P町 繊維0 非晶効 埓 の々^ 鎖セ グメ ントa)^  クロア ラウ浬 知ら 吋島 亨i  /2 分散(  t  有散)

の鳶化 に味§ ず・ と以･り々 と炉明 らかに な3  .

(ｲμ 夕数,むな剌o5 吻蜂 作用t 強く 唸けs 1  ≪ と

前名 をダタ散t  呼ぶべ と･ニすi  .

(幻/ず分数･ 攻加 晶 化皮々酎 匈崖 に よっ て責化 すs  ir、t くに配句度a,  増 加ヵ･/2,'奇散a 御ヽ 利･こ

尤 か･ かf  かあーi  .

仁)/ﾀ る゙散 のど ーク培 度,   冷散 副司諒逃皮 ．七・－ ク珠/軋やヽ らμ5  とト リク レン叫 馨婿 作 琲ヵ・

最 も息 ＜次･ に乙･'図－ クレ ソ,    I- リ-7  D ・レエタ ン心 痩 となーS  . 枝り ＝-つの匁 ぼ奏 ± 丿． こ

り 舌知 了凭よ 裾長 唯 溥 嘩 諒みμ晶 化 琉 象 の鮮斧 とよ乙.一 致 す5 ．
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